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歌詞対訳・譜例集 
 

《受難節のコラール》 

１．おお罪なき神の小羊 O Lamm Gottes unschuldig BWV 618 

 

O Lamm Gottes, unschuldig 

Am Stamm des Kreuz’ geschlachtet, 

Allzeit erfund’n geduldig, 

Wiewohl du warst verachtet, 

All’ Sünd hast du getragen, 

Sonst müβten wir verzagen. 

Erbarm’ dich unser, o Jesu. 

Gib uns deinen Frieden, o Jesu. 

おお、神の小羊、何の罪もないのに 

十字架の上で屠られたが、 

常に忍耐強くあられた、 

どれほど嘲られようとも。 

あなたはすべての罪を担われた。 

さもなくば私たちは絶望するしかなかったであろう。 

私たちを憐れんで下さい、おお、イエスよ。 

あなたの平安を与えて下さい、おお、イエスよ。 

（訳：大角欣矢） 

【譜例１】 

   

【譜例２】アルトとテノール（足鍵盤）の５度カノン 

 

  スラーで結ばれた２つの十六分音符は「ため息の音型」と呼ばれ、受難をあらわしている。 
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２．キリストよ、汝、神の小羊 Christe, du Lamm Gottes  BWV619 

 

Christe, du Lamm Gottes, 

Der du trägst die Sünd' der Welt, 

Erbarm dich unser ! 

神の小羊 

汝、世の罪を負い給う者よ 

我らをあわれみたまえ。 

 

【譜例３】 

    

   【譜例４】テノールとソプラノは 12度のカノン 

 

  下行音型は、人類の救いのため天から遣わされ人となったキリストを示している 

 

『オルガン小曲集』にはカノン（厳格な「模倣」による対位法的手法）書法のものが少なくない。

この曲集は対位法の教科書（お手本）としての側面もあり、それゆえバッハはカノンを多く取り

入れたのであろう。また 16‐18世紀のドイツでは、カノンは神が創造した宇宙あるいは世界の

調和を示すものと考えられていた。バッハもそれを常に意識して作曲していたと考えられる。 

 

３．われらに幸いを与えしキリストは Christus, der uns selig macht  BWV620 

 

Christus, der uns selig macht, 

Kein Bös’ s hat begangen, 

Der ward für uns zur Mitternacht 

Als ein Dieb gefangen, 

Geführt vor gottlose Leut’ 

Und fälschlich verklaget, 

Verlacht, verhöhnt und verspeit, 

Wie denn die Schrift saget. 

私たちに幸いを与えてくださったキリストは 

なんの罪もないのに 

私たちのために 真夜中に 

盗人のように捕らえられ 

神を離れた人びとの前に連行され 

そして偽証され 

嘲笑され、侮辱され、唾されました 

聖書に記されたように 

   

このコラールはバッハの『ヨハネ受難曲』第 2部冒頭でも歌われるものである。 
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【譜例５】 

 

     

【譜例６】ソプラノとバスのオクターヴカノン 

 

 「十字架のモチーフ」（２小節目の１拍目、３小節目の１拍目）、半音階が用いられ、イエスの

受難の様子が描かれている。 

 

 

４．イエスが十字架にかかりしとき Da Jesus an dem Kreuze stund BWV621 

 

Da Jesus an dem Kreuze stund  

Und ihm sein Leichnam ward verwundt 

So gar mit bittern Schmerzen, 

Die sieben Wort, die Jesus sprach, 

Betracht in deinem Herzen. 

イエスが十字架にかかりしとき 

御体は傷つき 

激しく苦しまれた 

イエスが語られた７つの言葉を 

汝の心に刻むがよい 

（訳：三宅幸夫） 
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 【譜例７】 

     

     

【譜例８】 

 

テノールに十字架のモチーフ。バスの音型は十字架上のイエスのくずおれた姿を示している 

 

５．おお人よ、汝の大いなる罪を嘆け O Mensch, bewein dein Sünde groß BWV622 

   

O Mensch, bewein’ dein Sünde groß, 

Darum Christus sein’s Vaters Schoß 

Äußert und kam auf Erden; 

Von einer Jungfrau rein und zart 

Für uns er hier geboren ward, 

Er wollt’ der Mittler werden, 

Den Toten er das Leben gab 

Und legt’ dabei all Krankheit ab, 

Bis sich die Zeit herdrange, 

Daß er für uns geopfert würd, 

Trüg unser Sünden schwere Bürd 

Wohl an dem Kreuze lange. 

おお人よ、汝の大いなる罪を嘆け 

そのためキリストは父のふところから出て 

地上へと下られた 

潔く優しい乙女から 

われらのために世にお生まれになった 

彼は仲介者になることを望まれた 

死にたる者らに生命を与え 

すべての病いを取り除き 

ついに時が迫り来ると 

われらのために犠牲となられ 

われらの罪の重荷を背負い 

まことに長く十字架につけられた 
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このコラールはバッハの『マタイ受難曲』第 1部終結部でも用いられている。 

 

【譜例９】 

     

     

 

ソプラノのコラール旋律が豊かに装飾されているこの作品は、その美しさ故『オルガン小曲集』

の中でも特に多くの人々に愛されてきた曲のひとつである。受難のコラールでありながら、悲

痛さよりも優美さが際立っているようにも感じられるが、しかしバッハは人類の罪を背負った

イエスの苦しみの様子を確実に曲の中に刻み込んでいる。 

 

【譜例 10】冒頭部 
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【譜例 11】終結部 

↓Wohl an  dem  Kreuze lange 

 

 21小節目 1・２拍目のソプラノ・アルト・テノールは「ため息の音型」。２小節目後半からの

バスラインは半音階進行が続く。歌詞の langeに相当する音は adagissimo（adagioの最上級）

と指示されており、十字架上のイエスの長い苦しみが表現されている。 

 

 

６．われら汝に感謝す、主イエス・キリストよ Wir danken dir, Herr Jesu Christ BW623 

 

Wir danken dir, Herr Jesu Christ,  

Dass du für uns gestorben bist,  

Und hast uns durch dein teures Blut  

Gemacht vor Gott gerecht und gut. 

われらは感謝します、主イエス・キリストよ 

あなたはわれらのために死に 

その貴い血によって われらは 

正しく善き姿で神の御前に立つことができます 

（訳：三宅幸夫） 

 

 

【譜例 12】 
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【譜例 13】 

   

 

７．神よ、成し遂げられるよう、われを助けたまえ Hilf, Gott, daß mirs‘ gelinge 

BWV624 

Hilf Gott, daß mir’s gelinge, 

Du edler Schöpfer mein, 

Die Wort’ in Reim’ zu bringen, 

Zu Lob dem Namen dein, 

Daß ich mag fröhlich heben an, 

Von deinem Wort zu singen. 

Herr du wollst mir beistah’n. 

神よ、わたしがなしとげることができるようお助け下さい 

貴い創造主よ 

あなたを賛美・崇敬すべく 

詩を作ることができますように 

喜びをもって 

あなたの言葉を歌い始めることができますように 

主よ、どうかわたしをお助けください 

（訳：三宅幸夫） 

   【譜例 14】 

          

【譜例 15】ソプラノとアルトは 5度のカノン 
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《復活節のコラール》 

８．キリストは死の縄目につきたまえり Christ lag in Todesbanden BWV625 

     

Christ lag in Todesbanden  

Für unsre Sünd gegeben,, 

Der ist wieder erstanden  

Und hat uns bracht das Leben;  

Des wir sollen fröhlich sein,, 

Gott loben und ihm dankbar sein  

Und singen halleluja, 

Halleluja! 

 

Wir essen und leben wohl 

Im rechten Osterfladen, 

Der alte Sauerteig nicht soll 

Sein bei dem Wort der Gnaden. 

Christus will die Koste sein 

Und speisen die Seel allein, 

Der Glaub’ will keins andern leben. 

Halleluja! 

キリストは死の縄目について  

私たちの罪のために渡された。  

彼はふたたび命にかえって  

私たちに命をもたらして下さった。  

私たちは喜ばずにはおられない、  

神を讃美し感謝して、  

さあ、ハレルヤと歌おう、  

ハレルヤ。 

 

私たちはまことの復活のパンを食べて  

その中ですこやかに生きる、  

古いパン種は  

恵みの言葉の中に入りこむことはない。  

キリストは食物となって、  

魂を養って下さる。  

信仰はこれによってのみ生きるのだ。  

ハレルヤ！     （訳：川端純四郎） 

 

【譜例 16】 

    

    

     復活節に歌われるカンタータ第 4番もこのコラールに基づいて作曲された。 
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【譜例 17】復活のコラールではあるが曲全体を通して十字架の音型が用いられている 

  

 

 

９．イエス・キリスト、われらの救い主は Jesus Christus, unser Heiland BWV626 

 

Jesus Christus, unser Heiland, 

Der den tod überwand, 

Ist auferstanden; 

Die sünd' hat er gefangen, 

Kyrie eleison. 

われらの救い主なるイエス・キリストは 

死に打ち勝ち 

復活されました 

主はわれらの罪を封じ込められました 

キリエ・エレイソン 

 

【譜例 18】 

     

 

【譜例 19】 
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10.キリストは甦りたまえり Christ ist erstanden BWV627 

【譜例 20】 

    

    

    

このコラールはラテン語聖歌《過ぎ越しの小羊 Victimae paschali laudes》に基づいている。 
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Christ ist erstanden 

Von der Marter alle, 

Des soll’n wir alle froh sein, 

Christus will unser Trost sein. 

Kyrie eleis. 

 

Wär er nicht erstanden, 

So wär’ die Welt vergangen; 

Seit daß er nun erstanden ist, 

So lobn wir den Herren Jesu Christ. 

Kyrie eleis. 

 

Halleluja, Halleluja, Halleluja! 

Des soll’n wir alle froh sein, 

Christus will unser Trost sein. 

Kyrie eleis ! 

キリストは復活された 

全ての責め苦より 

私たちは皆でこぞって喜ぼう 

キリストは私たちの慰めとなられる 

キリエライス 

 

主が復活しなければ 

この世は失われていただろう 

しかし今や主は復活されたのだ 

私たちは主イエス・キリストを讃えよう 

キリエライス 

 

ハレルヤ！ ハレルヤ！ ハレルヤ！ 

私たちは皆でこぞって喜ぼう 

キリストは私たちの慰めとなられる 

キリエライス！ 

     

【譜例 21】第 1節 シンコペーションに基づく動機 

 

 

【譜例 22】第 2節 喜びの音型と十字架の音型の組み合わせ 

 

 

【譜例 23】第 3節 手鍵盤の十六分音符は復活の喜びを最大限に表している 

 

11. 聖なるキリストは蘇りたまえり Erstanden ist der heilig Christ  BWV628 
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Erstanden ist der heilig Christ,  

Alleluja, alleluja,  

Der aller Welt ein Tröster ist.  

Alleluja, alleluja. 

聖なるキリストは復活された 

アレルヤ、アレルヤ 

その方は全世界の慰め主 

アレルヤ、アレルヤ 

 

【譜例 24】 

 

【譜例 25】 

 

  

 コラールの定旋律はソプラノで高らかに奏でられる。冒頭部のアルトは 1オクター

ヴ以上にわたり上昇を続け、テノールはアルトの旋律を装飾した形になっている。

バスは 5度あるいは 4度の跳躍形である。この「上昇志向」とも言うべき音型は、

いずれも死の世界から力強く復活したキリストを称えていると考えられる。 

 

12. 栄光の日は現れたり Erschienen ist der herrlich Tag  BWV629 

 

Erschienen ist der herrlich Tag, 

D’ran sich niemand g’nug freuen mag; 

Christ, unser Herr, heut’ triumphiert, 

All sein’ Feind’ er gefangen führt. 

Alleluja! 

栄光の日が現れた 

だれも喜びきれないほどの日が。 

われらの主、キリストが、今日凱旋された 

主は全ての敵を虜にして引き連れられている 

アレルヤ！       （訳：樋口隆一） 
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【譜例 26】 

 

 

 

【譜例 27】 

 

 

ソプラノとバスで力強く奏でられる定旋律はオクターヴのカノンになっている。 

内声部は絶え間なく喜びのリズムを刻み、復活したキリストの凱旋を描いている

かのようである。 

 

 

13. 今日、神の子は勝利したもう Heut triumphieret Gottes Sohn BWV630  

 

Heut’ triumphieret Gottes Sohn, 

Der von dem Tod erstanden schon, 

Halleluja, Halleluja, 

Mit großer Pracht und Herrlichkeit, 

Des dank'n wir ihm in Ewigkeit. 

Halleluja!  Halleluja ! 

今日、神の子は勝利をおさめました 

すでに彼は死から蘇りました 

ハレルヤ ハレルヤ 

贅を尽くした美しさと輝かしさとともに 

私たちは永遠に彼に感謝を捧げます 

ハレルヤ ! ハレルヤ ! 

 

※訳詞は特に記名のないものは米沢陽子によるものです 
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【譜例 28】 

    

 

【譜例 29】冒頭部 

 

  ソプラノで高らかに鳴り響く定旋律は勝利を告げるラッパの如くである。力強く繰り返し奏

でられるバス（バッソ・オスティナート）はキリストの確かな足取りを表わしているとも考

えられる。また十字架の音型と捉えることもできるだろう。しかし、ここでは死や苦しみの

象徴としての十字架ではなく、死を克服した勝利の象徴としての輝かしい十字架が示されて

いるように思える。 

 

【譜例 30】終結部 
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資料集 
【オルガン小曲集 タイトルページ】 

 

 

 

 

オルガン小曲集 

 

ここでは、初歩のオルガニストに、あらゆる方法でコラールを展開する手聞きが与えられ、 

またそれとともに――ここに集められたコラールは、足鍵盤が欠くことのできないものであるこ

とから――足鍵盤の技法を習得する手引きが与えられる。 

いと高き神にのみ栄光あらんがために、また隣人がここから教訓を学びとらんがために。 

 

アンハルト＝ケーテン公の現宮廷楽長 

ヨハン・ゼバスティアン・バッハ作1 

 

                                                   
1 ヘルマン・ケラー『バッハのオルガン作品』中西和江、フランス・ボーン、坂崎紀共訳、 

音楽之友社、1986年、264頁。 
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バッハの自筆譜：《おお罪なき神の小羊》 BWV 618 
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